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　　多くの個人・団体の賛同を得て掲載しました。賛同者数は現在集約中です。個人、団体名を入れた別刷りは来年早々賛同者にお届けします。

12/8は無謀な太平洋戦争を開始した日です。 ご協力ありがとうございました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　新新新新新聞聞聞聞聞意意意意意見見見見見広広広広広告告告告告ににににに寄寄寄寄寄せせせせせららららられれれれれたたたたた声声声声声
　※日本国憲法九条を世界遺産にする。 わかりやすくて

　　積極的な感じがする。 不戦の歴史が続くことを願って

　　います． 　水戸市個人賛同者。

　　　　　　　（匿名で1万円と80円切手10枚同封）

　※賛同と励ましの電話

　　新聞を見た。 いいことなので頑張ってくれ

　　　　　　　　　　　　美和の朝日新聞読者

　　　　　　　　　　　　土浦市　小笠原さん　

1212121212 月月月月月88888 日に思う日に思う日に思う日に思う日に思う
                         古河・総和平和の会　野口　徳

「東亜の敵米英を駆逐せよ｣、 大見出しと東条英機首相

の写真　新聞の束を渡されたとき、 一瞬・緊張と不安

感が走る。 いよいよ戦争だ。 一体どうなるだろうと思

いながら駆け出した。配達が終わり夜明けの街角で流れ

る夜朝の街角に流れる軍艦マーチと大本営発表に高まり

を覚えた。

高等科1年になって、月謝と小遣いは自分で稼ぐと始

めた新聞配達であり、この様に興奮した気持ちを味あう

のは始めてであった。 12月8日の朝のことであった。

教室では戦争の話題で持ちきり、あの大本営発表の口

調と戦果の報告に湧いていた。

朝礼では校長は威儀を正し「本日は宿敵米英に宣戦布

告した血湧き肉踊る日、小国民として決意を固めよ！」

高い調子の挨拶に強い感動で受けとめていた。

この日を機に学校は一挙に戦時体制となり編成も内容

もさらに服装、 動作、 言葉つかいも軍隊調になって

いった。

古河男子国民学校の教育は注視の的となり高い評価を

受けるようになった。翌年着任した校長は戦後の教育職

の追放なっている。

高等科2年、進路を決するに海軍志願と迷うことなく

答えたものである。それは国への奉公に最後の道である

と信ずるようになっていたからである。 その年の秋、

任用証書を手にした新聞に写真入りで報じられ得意満面

であった。学校では卒業を前に陸海軍や満蒙開拓青少年

義勇軍の合格者のため壮行会を開き、激励すると共に後

に続くことを奨めたのである。

そして、 43年 （昭和18年） 7月、 私の海軍への出

発の日、古河駅頭は引率された在校生の見送りで埋めつ

くされていた。襷の日の丸の寄せ書きも皆学校で用意さ

れていた。

　横須賀第2海兵団に集まった特別年少兵、それは皆

14歳、私と同様に国のためにと意を決して来た者、

日本中 ・ 軍国教育は進行していたのである。 約

1000名その中の１／４は2年間に若い命を散らした

のである。

　いま教育基本法改悪が焦眉の問題になっている。国

家が教育に介入し支配した苦い歴史の教訓に学ぶべき

である。

今は亡きかつての恩師　下辺河大了先生の｢僧は死者

を弔うのが勤め、 人を死なせて弔うのは道が違う｣と

繰り返し、戦争から帰った私たち中学から大学まで保

証人として見守ってくれた。 その言葉がいまも心に

残っている。

　絶対に繰り返してはならない戦争への道、その危険

の迫っている時、現在の課題として深く考えるときで

あると思う。

この一年、この一年、この一年、この一年、この一年、 ご協力、ご協力、ご協力、ご協力、ご協力、 ご愛読ありがとう御座いました。ご愛読ありがとう御座いました。ご愛読ありがとう御座いました。ご愛読ありがとう御座いました。ご愛読ありがとう御座いました。 来年もよろしくお願いします。来年もよろしくお願いします。来年もよろしくお願いします。来年もよろしくお願いします。来年もよろしくお願いします。
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　２１回目となった． 今年は岩国市で１２月８～１０日、

「米軍再編」 に伴う基地問題が中心テーマとなった． 特

に岩国市の米軍艦載機移転の是非を問う住民投票と引き続

く市長選でのダブル勝利、 反対に沖縄県知事選挙では新基

地建設容認候補の勝利に象徴されるように一進一退のたた

かいが全国的にすすむ中で開催された． 　

　全国から１５００名が参加し２つのシンポジウム、 １２

の分科会と青年交流集会に分かれ話し合いがされた．

　私は 「世界の中の日米同盟か、 世界の中の憲法９条か」

のシンポに参加させてもらった．

パネラーは

（１） 「刑事法学者と改憲」　　　　（新谷一幸）　　

（２） 「米世界戦略・在日米軍再編・集団的自衛権」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉岡吉典）

（３） 「憲法９条の世界史的意義」 （二見伸吾）

　の３人でそれぞれの持ち味を出し合っての報告で久しぶ

りに良い勉強になった．

（２） の紹介と感想を述べてみたい。 ①第１次大戦前に

は、 列強は戦争の自由・軍事同盟の自由・軍拡の自由が

あった． 同盟と同盟の大戦は空前の惨禍をもたらし、 国

際連盟が結成され 「戦争の違法化」 が規定された . ②しか

し、 国際連盟から日独伊３国が脱退し再び 「同盟と同盟」

が対立し第２次世界大戦が起こった． その教訓から国際連

合は国際連盟の欠陥を補って侵略国には加盟国が集団で対

応する 「集団的安全保障機構」 を創設した . ③しかし戦後

まもなく米ソ冷戦がはじまると国際連合は機能低下に陥っ

た。 ④現在の状況はブッシュのイラク戦争の失敗で再び国

連の平和原則の立場の堅持が世界の潮流になりつつあ

る・ ・ ・（以下、 米軍基地再編などは略）

　＜感想＞

　①第１次大戦後成立した国際連盟の前文冒頭に 「締約国

は戦争に訴えざるの義務を受託し」 とある． しかし、 日

独伊のファッシズム３国の脱退で無力化し、 第２次大戦に

突入した． 連合国は武力でファッシズムを倒した． 　　

　②戦後、 国際連合が生まれた． 戦争に訴える国に対し

ては非軍事的制裁を実施しそれでもダメな時は最終的に軍

事的制裁も宣言している． しかし、 国連加盟国の中で唯

一の軍事大国アメリカが国連決議を無視してイラク戦争を

起した．

　③武力に訴える唯一の軍事大国にどのような方法で制裁

を加えることができるのか． ２１世紀初頭の人類の上には

このように問題が提起されている． 世界の人々はいまこそ

「平和の知恵」 を出し合っている． 武力が幅をきかす国

連でなく平和がものいう国連に。 ④ソ連が崩壊しアメリカ

が唯一の軍事大国になってから世界は変わりはじめた． 一

方で、 ヨーロッパでアジアで中南米で新しい歴史の創造が

始まった． 戦争は 「嫌だ」 の国際世論が主流になった．

親兄弟をなくし、 戦争政策から経済発展・地域共同体へ

と動きはじめた． 　　

　 他方、 １００万・２００万の世界の人々がアメリカ

のイラク戦争反対に立ち上がったがアメリカのイラク戦争

を阻止出来なかった． しかし、 アメリカの手を縛り世界

から貧困を無くす文明社会はもうそこまできている． 平和

勢力は２度とアメリカの勝手な戦争を許さないだろう． ま

た、 アメリカ自身も独自で戦争遂行する経済力もない． 国

際世論を無視できなくなった． 明らかに戦争の２０世紀か

ら人類は学び前進してきている .

　アメリカの戦争政策に追随している日本の政府がいかに

もみすぼらしい見えてくる．
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伊達　郷右衛門

教基法改悪阻止中央総決起集会

　　　　　　　　つくばみらい平和の会　長野　淳子

「教育基本法改悪反対」 「過度な競争を強いる教育はや

めよう」 というプラカードをもって日比谷野外音楽堂へ。

デモの最後尾が出発するところだった。 富山県の教職員組

合の旗を持っている団体さんにくっついていくと、 もう一

人やはり個人参加のオバさんがいた。 八王子からというこ

の方とずっとおしゃべりしながら国会へ、 座り込み。

夜の集会のためにもう一度野外音楽堂へ向かおうとして

いると、 見知らぬ女性から 「もう座り込みは終わってし

まいましたか」 と声をかけられた。 インターネットで国

会包囲を知って、 お勤め帰りに駆けつけたとのこと。 野

外音楽堂での集会のことはそのネットには載っていなかっ

たそうだが、 よろこんで一緒に。 「こんなに速く事が進

むとは思わなかった」 と彼女。 私も唇を噛む―。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

つつつつつくくくくくばばばばば 「12・8不戦のつどい」 並木公民館大会議室

　　　　演題 「教育は平和の砦！守ろう憲法・教育法」

　　　　長田　満江氏の講演 後質疑    37名参加

ひひひひひたたたたたちちちちちなななななかかかかか　 JR勝田駅前 「赤紙」 10名で配布と宣伝

水水水水水戸戸戸戸戸　　　　　 JR水戸駅前にてﾁﾗｼ配布と宣伝。 10名参加

土土土土土 浦浦浦浦浦　　JR土浦駅前で 「赤紙」 800枚配布18名参加

12 ・8行動　

　　　　　　
　「平和かわら版」 12月25日付号は休み‘07年1月5日付発

　行号と合併して№459号とし発行します。

　‘07年1月は、 1/15 （№460号） 1/25付 （№461号）

　の都合３回発行になります。 　　　　　　　　かわら版編集部

お知らせ
つくばみらい平和ﾆｭｰｽより転載


